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昼
の
時
間
が
長
く
、
樹
木
の

緑
が
映
え
る
良
い
季
節
と
な

り
、
山
歩
き
や
ハ
イ
キ
ン
グ
が

益
々
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。 

一
方
、
今
年
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け

て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

（
行
事
）
等
に
つ
い
て
も
中
止

や
延
期
が
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。 

当
面
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

感
染
の
予
防
対
策
を
遵
守
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
実
施
は
様
々
に
工
夫
し
な

が
ら
進
め
よ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

 

 
 

 

今
回
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
取

組
ん
だ
「
樹
名
板
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

昨
年
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」

の
「
森
の
家
」
周
辺
及
び
裏
山

の
平
安
遊
歩
道
に
職
員
手
作

り
の
「
樹
名
板
」
を
作
成
・
設

置
し
ま
し
た
。
（
約
40
種
） 

限
ら
れ
た
エ
リ
ア
の
中
で

標
本
木
を
探
し
、
決
め
る
の
に

非
常
に
苦
慮
し
ま
し
た
。 

ま
た
樹
名
板
、
内
容
に
つ
い

て
も
セ
ン
タ
ー
内
で
何
度
も

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
木
の
名

前
だ
け
で
な
く
、
幹
や
葉
の
特

徴
、
用
途
、
名
前
の
由
来
な
ど

を
記
載
し
た
の
で
、
「
オ
ホ
ー

ツ
ク
の
森
」
の
散
策
を
更
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

今
後
、
こ
の
樹
名
板
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
（
樹
木
の
勉
強

会
や
樹
木
博
士
な
ど
）
も
検
討

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
樹
木
の
学
習
と
し
て
、

特
に
、
若
手
職
員
や
経
験
の
浅

い
森
林
官
等
を
対
象
と
し
た

職
場
内
研
修
で
の
活
用
も
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

『
ネ
イ
パ
ル
北
見
』
（
北
海

道
青
少
年
体
験
活
動
支
援
施

設 

北
見
市
常
呂
町
栄
浦
）
か

ら
、
小
学
生
を
対
象
に
森
林
の

役
割
等
を
学
ぶ
た
め
に
、
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
を
使
用
し
た

い
と
の
要
望
が
あ
り
、
６
月

10
日
に
現
地
を
案
内
し
ま
し

た
。 下

見
で
は
、
網
走
市
民
の
農

地
や
生
活
用
水
に
使
用
さ
れ

て
い
る
卯
原
内
川
源
流
部
の

水
源
地
、
森
林
の
移
り
変
わ
り

を
支
え
る
倒
木
更
新
等
の
箇

所
、
自
然
の
営
み
を
示
す
原
始

的
な
エ
ゾ
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ

ツ
・
ハ
ル
ニ
レ
等
の
巨
樹
・
巨

木
、
動
物
の
棲
み
か
と
な
る
樹

洞
、
キ
ツ
ツ
キ
の
食
痕
、
ヒ
グ

マ
の
爪
痕
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
し
、
森
林
の
魅
力
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
コ
ー

ス
を
選
定
し
ま
し
た
。 

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
セ
ン
タ

ー
も
講
師
と
し
て
支
援
す
る

予
定
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常呂川森林ふれあい推進センター 

新
型
コ
ロ
ナ
に 

負
け
な
い
ぞ
！ 

職
員
手
作
り
の 

「
樹
名
板
」
作
成
・
設
置 

『
ネ
イ
パ
ル
北
見
』 

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
を
下
見 

林内に設置した樹名板 

魅力いっぱいのコースを選定中 

樹名板の記載例 


